




○予算と決算の差異について

(注３） 補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国・地方自治体からの補助金交付があったため、予算額に比して
決算額が7,561百万円多額となっております。なお、補助金等収入には、授業料等減免費交付金が426百万円含まれており、
本補助金は授業料等免除に使用しております。

(注４）

(注１） 運営費交付金については、予算段階では予定していなかった運営費交付金債務の繰越額の発生や退職手当・授業料免除分
の追加配分があったため、予算額に比して決算額が1,150百万円多額となっております。

(注２） 施設整備費補助金については、事業計画が変更となったため、予算額に比して決算額が2,383百万円少額となっております。

授業料、入学金及び検定料収入については、入学金及び検定料徴収対象者数の増により、予算額に比して62百万円多額と
なっております。

(注１８）

(注１２）

（注3）に示した理由等により、予算額に比して決算額が6,613百万円多額となっております。

(注９）

(注１１）

（注6）に示した理由等により、予算額に比して決算額が2,332百万円多額となっております。

(注１４）

(注１５）

(注１３）

（注2）に示した理由等により、予算額に比して決算額が2,444百万円少額となっております。

（注7）に示した理由等により、予算額に比して決算額が79百万円多額となっております。

(注１０）

教育研究経費については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による執行計画の見直しを実施したことにより、予算額に比し
て決算額が1,635百万円少額となっております。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算作成時に予定しなかった受託研究及び共同研究、寄附金の獲得
に努めたため、予算額に比して決算額が10,646百万円多額となっております。なお、受託研究費等の前年度からの繰越額は
7,126百万円となっております。

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金については、予算段階では予定していた施設費の交付金が無かったため、予算
額に比して決算額が61百万円少額となっております。

目的積立金取崩については、事業計画を見直したことにより、予算金額に比して決算金額が54百万円少額となっております。

(注１６） （注9）に示した理由等により、予算額に比して決算額が1,693百万円多額となっております。

(注１７） 長期借入金償還金については、予算段階で見込んでいた借入金利率の変更などにより、予算額に比して決算額が59百万円
多額となっております。

(注５）

附属病院収入については、高度な特定治療の増により、予算額に比して決算額が1,275百万円多額となっております。(注６）

学校財産処分収入については、予算段階では予定していなかった土地売却により、予算額に比して決算額が160百万円多額
となっております。

(注７）

雑収入については、版権及特許権等収入、学校財産貸付料収入、動物病院収入及び雑入等の増収により、予算額に比して
決算額が2,214百万円多額となっております。

(注８）

引当金取崩については、対象者の増加等により、予算額に比して決算額が48百万円多額となっております。


